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５
月
29
日
、（
一
社
）
全
国
農

業
会
議
所
が
、
東
京
都
内
の
文
京

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
、
平
成
29
年

度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
市
農
業
委

員
会
会
長
を
は
じ
め
、
全
国
か

ら
農
業
委
員
会
の
会
長
な
ど
約

１
８
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
農
業
・
農
村
の
持

続
的
発
展
と
競
争
力
強
化
に
向
け

た
政
策
提
案
や
、
新
た
な
農
地
を

活
か
し
担
い
手
を
応
援
す
る
全
国

運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
に
関
す
る

申
し
合
わ
せ
な
ど
を
決
議
し
た
ほ

か
、
農
業
委
員
会
活
動
の
実
践
を

踏
ま
え
た
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
県
選
出
国

会
議
員
に
対
し
要
請
活
動
を
行

い
、
大
会
決
議
事
項
を
要
請
す
る

と
と
も
に
、
本
会
の
平
成
30
年
度

農
業
関
係
税
制
改
正
要
望
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
、（
一
社
）
全
国
農

業
会
議
所
が
、
東
京
都
文
京
区
の

椿
山
荘
で
、
平
成
29
年
度
全
国
情

報
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

情
報
活
動
功
労
者
と
し
て
、
本

市
農
業
委
員
会
の
鳥
海
久
元
会
長

を
は
じ
め
県
内
で
は
４
名
の
農
業

委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
農
業
新
聞
の
普
及

拡
大
に
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
と

し
て
、
本
市
農
業
委
員
会
を
は
じ

め
県
内
で
は
３
農
業
委
員
会
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
農
業
委
員

会
は
、年
間
平
均
１
５
０
部
以
上
、

普
及
率
５
倍
以
上
と
い
う
成
績
で

し
た
。
な
お
、
本
市
の
購
読
者
数

は
、
県
内
第
１
位
で
す
。

平
成
29
年
度

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

「
農
業
・
農
村
の
持
続
的

　
　

発
展
と
競
争
力
強
化
に

向
け
た
政
策
提
案
」

な
ど
決
議

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
最
新
の

農
業
情
勢
の
提
供
と
解
説
、
先

進
農
家
の
経
営
紹
介
、
農
業
入

門
な
ど
読
ん
で
役
立
つ
情
報
が

満
載
で
す
。

○
毎
週
金
曜
日
発
行

○
購
読
料
月
７
０
０
円

○
お
申
し
込
み
は
、
地
元
の
農

　

業
委
員
、
ま
た
は
事
務
局
ま

　

で
。

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
８
２
ー
9
6
5
4

賞状を授与される鳥海久元会長

平
成
29
年
度

全
国
情
報
会
議

全
国
農
業
新
聞
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平
成
29
年
度

秦
野
市
農
業
関
係
施
策

～
多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、

　「
農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
都ま
ち市

」
の
実
現
を
目
指
し
て
～

　

本
市
農
業
施
策
の
指
針
と
な
る
「
秦
野
市
都
市
農
業
振
興
計
画
」

の
計
画
期
間
満
了
に
伴
い
、
平
成
28
年
３
月
に
計
画
期
間
を
平
成
32

年
度
ま
で
と
す
る
新
た
な
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
に
掲
げ
る

４
つ
の
基
本
目
標
（
○Ⅰ
農
業
経
営
の
安
定
化
と
担
い
手
の
育
成
・
確

保
、
○Ⅱ
農
地
の
保
全
と
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
活
用
、
○Ⅲ
安
全

な
農
産
物
の
生
産
・
消
費
に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進
、
○Ⅳ
農
業
に
対

す
る
理
解
の
促
進
と
交
流
の
活
性
化
）
を
柱
に
、
農
業
者
、
市
民
、

関
係
団
体
及
び
行
政
が
一
体
と
な
り
、
多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、

農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ	

・
①
②
は
、
市
農
産
課
農
業
振
興
担
当

　
　
　
　
　
　
　

	

・
③
④
⑤
⑥
は
、
は
だ
の
都
市
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

①
農
業
経
営
基
盤

　
　
　

強
化
の
促
進

　

本
市
の
中
核
的
な
農
業
者
で
あ

る
認
定
農
業
者
等
で
組
織
す
る

「
秦
野
市
認
定
農
業
者
協
議
会
」

が
実
施
す
る
経
営
向
上
に
向
け
た

研
修
事
業
の
実
施
や
、
経
営
規
模

拡
大
・
農
地
集
積
に
向
け
た
資
本

整
備
へ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、

補
助
金
等
の
支
援
を
し
、
認
定
農

業
者
の
経
営
の
安
定
化
並
び
に
育

成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

②
「
農
の
担
い
手
」
の
育
成

　

45
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
に
対

す
る
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

の
交
付
や
新
規
就
農
者
へ
の
就
農

支
援
事
業
の
実
施
及
び
農
業
関
連

産
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
消
費

拡
大
に
努
め
ま
す
。

　
　

⑤
農
地
の
多
面
的
機
能
を

　
　
　

支
え
る
共
同
活
動
を
支
援

　

多
面
的
機
能
を
支
え
る
農
地
維

持
活
動
（
農
地
法
面
の
草
刈
り
・

水
路
の
泥
上
げ
等
）
及
び
地
域
資

源
の
質
的
向
上
を
図
る
活
動
（
農

道
・
水
路
の
補
修
・
農
村
環
境
保

全
等
）
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

※
対
象
農
地
は
農
振
農
用
地

　
　

⑥
落
花
生
の
生
産
支
援

　

落
花
生
の
品
質
と
収
量
の
向
上

の
た
め
の
生
産
資
材
等
の
導
入
に

要
す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
（
農

協
へ
販
売
し
て
い
る
畑
は
対
象

外
）
。

団
体
が
実
施
す
る
農
業
後
継
者
の

育
成
事
業
や
市
民
の
農
業
理
解
の

促
進
に
向
け
た
事
業
に
対
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
　

③
地
産
地
消
の
推
進

　

市
民
へ
の
秦
野
産
農
産
物
に
対

す
る
愛
着
や
信
頼
性
を
高
め
る
た

め
、
秦
野
産
農
産
物
の
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
や
農
業
者
と
市
民
と
の
交
流

を
図
る
と
と
も
に
市
民
と
流
通
関

係
者
と
一
体
と
な
っ
た
産
地
ブ
ラ

ン
ド
の
構
築
に
よ
る
「
秦
野
版
地

産
地
消
」
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
が
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者

を
認
定
し
て
い
る
「
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
」
の
育
成
及
び
活
動
を
支
援

し
、
本
市
に
お
け
る
環
境
保
全
型

農
業
の
導
入
・
普
及
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

　
　

④
農
産
物

　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　

本
市
農
産
物
の
安
全
・
安
心
を

基
本
に
、
本
市
に
お
け
る
優
良
農

産
物
と
し
て
登
録
認
証
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
場
農
産
物
を
消
費

者
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
生

　

秦
野
市
で
は
、
荒
廃
農
地
、

遊
休
農
地
解
消
に
対
し
て
補
助

金
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補

助
金
を
利
用
し
て
荒
廃
農
地
、

遊
休
農
地
を
解
消
し
ま
し
ょ

う
。

◎
農
地
流
動
化
整
備
事
業

　

利
用
権
の
設
定
を
行
い
、
借

り
手
と
し
て
生
産
性
の
高
い
農

地
を
管
理
し
ま
す
。

　

※
10
ア
ー
ル
当
り
６
万
円

◎
荒
廃
農
地
解
消
対
策
事
業

　

農
地
の
適
正
な
保
全
と
有
効

利
用
を
は
か
り
、
将
来
的
に
は

利
用
権
を
設
定
し
ま
す
。

　

※
10
ア
ー
ル
当
り
３
万
円

◎
遊
休
農
地
解
消
対
策
事
業

　

菜
の
花
な
ど
の
作
付
に
よ
り

地
力
の
増
進
を
図
り
、
遊
休
農

地
を
防
止
し
ま
す
。

　

※
10
ア
ー
ル
当
り
５
千
円

　
詳
し
く
は
、
は
だ
の
都
市
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
電
話
８
１
―
７
８
０
０

平成 29年度
秦野市農業関係予算

農業振興費	 　42,410 千円
園芸畜産業費	 　10,362 千円
農地費		 　45,993 千円
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露
木　

瑞
恵
（
平
沢
）

楽
し
み
な
が
ら

続
け
ていき

た
い
農
業

　

秦
野
に
嫁
い
で
40
年
近
く
に
な

り
ま
す
。
嫁
い
だ
頃
、
我
が
家
で

は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
栽
培
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
母
の
日
と
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
切
り
離
せ
ず
、

花
束
や
ア
レ
ン
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
の
が
主
流
で
し
た
。
出
荷
値

段
も
１
本
当
た
り
１
５
０
円
ぐ
ら

い
は
し
た
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

で
１
本
５
０
０
円
か
ら
と
放
送
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
出

荷
が
夜
中
ま
で
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
今
よ
り
高
級
感
が
あ
り
、
施
設

栽
培
を
誇
ら
し
く
も
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
重
油
の
高
騰
、
消
費
者

の
好
み
や
流
行
り
、
花
の
価
格
の

低
迷
、
時
代
の
流
れ
も
あ
り
、
主

人
は
施
設
栽
培
と
露
地
栽
培
の
組

み
合
わ
せ
で
経
営
改
善
し
た
よ
う

で
す
。
露
地
で
は
主
に
菊
の
栽
培
、

施
設
で
は
低
温
で
で
き
る
作
物
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
次
々
に
難
題

は
降
り
か
か
っ
て
き
ま
す
が
、
１

年
の
う
ち
に
正
月
、
お
盆
、
お
彼

岸
、
卒
業
・
入
学
と
、
花
を
飾
っ

た
り
贈
っ
た
り
の
習
慣
が
あ
り
、

花
の
需
要
は
少
な
く
な
っ
た
と
は

い
え
、
ま
だ
ま
だ
必
要
と
さ
れ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

花
卉
栽
培
の
花
は
、
市
場
と
じ

ば
さ
ん
ず
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

じ
ば
さ
ん
ず
担
当
は
私
で
す
。
お

墓
や
仏
壇
に
そ
の
ま
ま
飾
れ
る
よ

う
に
花
に
段
差
を
つ
け
て
出
荷
し

て
い
ま
す
。
花
の
種
類
や
色
を
工

夫
す
る
の
は
時
間
が
か
か
り
ま
す

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
、
孫
た
ち
が
畑

か
ら
取
っ
て
直
に
口
に
頬
張
り
、

「
新
鮮
で
美
味
し
い
ね
」
と
言
う
、

そ
の
声
に
応
え
よ
う
と
、
つ
い
つ

い
種
類
や
量
が
増
え
て
し
ま
い
、

じ
ば
さ
ん
ず
に
も
出
荷
す
る
ほ
ど

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け

な
が
ら
、
花
卉
栽
培
と
家
庭
菜
園

の
手
入
れ
を
し
な
が
ら
楽
し
ん
で

農
業
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

が
、
花
の
ロ
ス
が
な
い
よ
う
に
組

み
合
わ
せ
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
季
節
に
よ
っ
て
は
、
夜
遅

く
ま
で
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
出
荷
し
た
も
の
が
目
の
前
で

売
れ
る
の
を
見
届
け
ら
れ
る
の
は

仕
事
に
張
り
と
や
り
が
い
も
感
じ

ま
す
。
花
の
種
類
を
増
や
し
、
ア

レ
ン
ジ
に
も
挑
戦
し
技
術
を
身
に

付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
少
し
だ
け
楽
し
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ト
マ
ト
、

　

農
地
の
荒
廃
の
解
消
と
農
業
の

規
模
拡
大
と
し
て
、
10
年
ほ
ど
前

に
新
天
地
と
し
て
水
田
を
購
入
ま

し
た
。
そ
の
水
田
は
10
年
余
り
耕

作
さ
れ
な
か
っ
た
荒
廃
地
で
、
ア

シ
や
カ
ヤ
が
生
い
茂
る
、
水
田
と

は
い
え
な
い
農
地
で
し
た
。
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
手
作
業
の
鍬
で
耕

し
根
を
取
り
除
く
作
業
が
３
年
間

続
き
ま
し
た
。
近
隣
の
農
家
か
ら

は
「
こ
ん
な
田
ん
ぼ
は
元
に
戻
ら

な
い
の
で
は
」
と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
や
る
か
ら
に

は
我
が
手
で
も
う
一
度
こ
の
水
田

を
蘇
ら
せ
て
み
よ
う
と
毎
年
力
を

注
い
だ
結
果
、
５
年
目
に
は
立
派

な
水
田
に
蘇
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
県
の
奨
励
品
種
「
は

る
み
」
を
栽
培
し
ま
し
た
。
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
片
手
に
、
種
播
き
か
ら
の
栽
培

日
記
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
稲
も
実

り
の
秋
と
な
り
、
悪
天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
無
事
収
穫
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
出
荷

検
査
に
当
た
り
、
品
質
、
味
と
も

に
最
高
ラ
ン
ク
に
評
価
さ
れ
、
や

っ
と
こ
の
水
田
も
一
人
前
に
な
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

農
作
物
を
作
る
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
個
性
の
あ
る
植
物
の
特
性
を

見
極
め
、
最
大
限
の
良
さ
を
引
き

出
す
こ
と
で
は
な
い
か
と
近
年
痛

感
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
・
農
協
改
革
が
進

む
中
、
農
業
の
存
在
感
が
と
て
も

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
作

っ
て
売
る
農
業
で
は
な
く
、
地
域

の
活
性
化
の
担
い
手
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
農
商
工
の
連
携
や
都
市
圏
内

の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
の
農
業
の

あ
り
方
を
考
え
る
時
が
来
た
と
思

い
ま
す
。

　

今
、
市
や
本
町
地
区
の
活
性
化

と
し
て
新
た
な
加
工
を
始
め
、
各

種
の
６
次
産
業
の
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
生
命
の
原
動

力
で
あ
る
農
業
に
夢
を
追
い
続
け

て
い
き
ま
す
。

三
嶽　

英
明
（
本
町
）

遥
か
な
夢
を

捨
て
き
れ
ず
に



相 談
コーナー

　

荒
廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
と
協
働
し
て
荒
廃

農
地
解
消
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
度
復
元
し
た
農
地
の
内
、
東

田
原
地
内
の
約
22
ア
ー
ル
の
農

地
に
お
い
て
、
次
の
利
用
者
に

貸
す
ま
で
の
間
、
市
立
東
小
学

校
児
童
（
今
年
度
の
参
加
者
は

９
名
）
と
一
緒
に
ダ
イ
ズ
や
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
ダ
イ
ズ
は
収
穫
後
、
み

そ
を
手
づ
く
り
す
る
こ
と
を
予

支援
センター
通信

荒
廃
農
地
解
消
事
業
啓
発
活
動

「
み
そ
づ
く
り
」

定
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
24
日
に
は
、
児
童
と
一

緒
に
ダ
イ
ズ
を
播
種
し
ま
し
た
。
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農
地
の
貸
し
借
り
の
制
度

で
あ
る
農
地
中
間
管
理
事
業

と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
で
す
か
。

ま
た
、
秦
野
市
で
の
実
績
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と

は
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農

地
を
対
象
に
、
農
地
中
間
管
理
機

構
（
神
奈
川
県
で
は
、
公
益
社
団

法
人
神
奈
川
県
農
業
公
社
）
が
、

農
地
を
貸
し
た
い
人
か
ら
農
地
を

借
り
、
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
を

し
た
い
人
な
ど
に
転
貸
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
進
め
る
事
業
で
す
。
貸
し
た
い

人
は
、
機
構
の
要
件
に
合
え
ば
、

賃
借
料
と
は
別
に
協
力
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

貸
し
た
人
か
ら
は
、
公
的
機
関

で
あ
る
機
構
を
通
じ
て
貸
す
の
で

安
心
、
借
り
た
人
か
ら
は
、
安
心

し
て
長
期
の
借
り
入
れ
が
で
き
規

模
拡
大
が
進
め
ら
れ
た
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
過
去
の
農
業
委
員
会

だ
よ
り
で
特
集
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

　

秦
野
市
の
実
績
で
す
が
、
平
成

28
年
度
末
で
、
約
５
．
６
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
転
貸
し
て
い
ま
す
。
こ
の

面
積
は
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
２

番
目
に
多
い
数
字
で
す
。
そ
れ
だ

け
、
秦
野
市
に
お
い
て
こ
の
事
業

が
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
の
貸
し
借
り
の
制

度
に
は
、
こ
の
農
地
中
間
管
理
事

業
の
ほ
か
に
、
従
来
の
農
地
銀
行

制
度
も
引
き
続
き
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
を
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
総
会

　

３
月
24
日
、
４
月
25
日
、

　

５
月
25
日
、
６
月
26
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
等
は

下
表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

　

３
月
16
日
、
４
月
14
日
、

　

５
月
16
日
、
６
月
14
日

●
編
集
委
員
会

　

５
月
25
日
、
６
月
26
日

●
全
国
情
報
会
議

　

４
月
12
日　

東
京
都

●
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

　

５
月
29
日　

東
京
都

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
29
年
３
月
～
平
成
29
年
６
月
）

別段面積（下限面積）は
40アール

　農業委員会は、毎年農地法第３条
第２項第５号に規定する別段面積（下
限面積）を審議することとなってい
ます。　
　別段面積（下限面積）とは、農地
法第３条の規定による農地の権利移
動（所有権の移転、賃借権・使用貸
借による権利の設定等）をする場合、
受け手の耕作面積が、農地の権利移
動後に最低限なければならない面積
のことです。
　今年度の別段面積（下限面積）は、
４月 25日開催の第４回総会において
審議され、40アールと決定しました。

■総会の主な審議案件と件数
審　議　案　件 件数 面積（㎡）

耕作目的の売買・賃貸 (3 条許可 ) 7 7,163.08

市街化調整区域内の転用 (4,5 条許可 ) 5 2,965.58

市街化区域内の転用 (4,5 条届出 ) 76 35,016.48

利用権の設定 29 48,479.02

相続税納税猶予 1 3,884.61



カメラスケッチ
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６
月
３
日
に
、
上
地
区
で
「
上

地
区
農
園
ハ
イ
ク
（
主
催
：
同
実

行
委
員
会
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
豊
か
な
自
然
の
中
、
収
穫
体

験
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
で
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
県
内
外
か
ら
１
０
０
名
を
越

え
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
一
日
で

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
「
上
地
区
農
園
ハ
イ
ク　

動
画
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
地
区
内
の
見
回
り
を
し
た

と
こ
ろ
、
荒
廃
農
地
が
徐
々
に
増
え

て
い
き
大
変
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

荒
廃
農
地
は
地
形
の
悪
い
山
岳
地

や
、
車
、
機
械
な
ど
の
入
ら
な
い
所

か
ら
徐
々
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
を
止
め
る
に
は
、
個
人
の
力

で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
と

思
い
ま
す
。
行
政
等
の
協
力
な
く
し

て
は
成
り
立
た
な
い
状
態
で
す
の

で
、
今
か
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
委
員　

石
原　

耕
太
郎
）

事
務
局
人
事

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

（
平
成
29
年
３
月
31
日
）

前
事
務
局
長
（
農
産
課
長
を
兼
務
）

　

大
貫　

豊
（
退
職
）

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
）

　

川
上　

雄
太
（
人
事
課
へ
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
）

事
務
局
長
（
農
産
課
長
を
兼
務
）

　

今
井　

剛
（
文
書
法
制
課
か
ら
）

　

斎
藤　

陽
（
人
事
課
か
ら
）

農業者年金に加入しませんか？

利用状況・
意向調査を実施
“農地の管理状況を
確認しよう”

上地区農園ハイク　今年も大人気

　農業者年金は、農業者の老後
生活の安定及び福祉の向上と農
業者の確保を目的とする公的年
金制度で、次の条件を満たせば
どなたでも加入できます。

○年間農業従事日数が 60 日以上
○ 60 歳未満の方
○国民年金１号被保険者であること

また、確定拠出型の年金で、次の長所があります。
○年金額が加入者数・受給者数に影響されない。
○保険料は全額控除対象。
○保険料の国庫補助（一定の要件が必要）。

　　お問い合わせ
　　　　農業委員会事務局
　　　　　☎８２―９６５４
　　　　はだの都市農業支援センター
　　　　　☎８１―７８００

　農業委員会では、遊休農地の把握や発生の
防止・解消を目的とする農地の利用状況調査
を夏から秋にかけて実施します。この調査は
農地法に規定されているもので、毎年実施し
ています。また、この調査で見付かった遊休
農地の所有者に対しては、冬に利用意向調査
を実施します。これも農地法に規定されてい
るもので、遊休農地の今後の利用について、
貸付希望や耕作予定などを文書でお尋ねしま
す。
　なお、利用状況調査の実施に当たり、農業
委員や事務局職員が農地に立ち入ることがあ
りますので、ご理解ください。
　併せて、この機会に、農地の管理状況が適
正かどうかを確認してください。遊休農地が
発生すると、その農地だけでなく、周辺農地
や近隣住民の生活環境の悪化につながります。


